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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、環境・エネルギー・健康のトリレンマに関わる 3 つの事象、即ち、気候 

変動による高温リスク上昇の証左としての熱中症発生、健康快適な室内環境形成の 

ための冷房使用、再生可能エネルギー導入拡大におけるボトルネックとなりうる住 

宅の電力需要の時変動特性を取り上げ、精緻な統計分析によりその要因を明らかに 

したもので、建築環境工学の進展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博 

士（学術）の学位論文に値すると認める。 


